



























枕草子は、人ごとに持たれども、まことによき本は世にありがたき物なり。これもさまではなけれど、能因が本と聞けば、むげにはあらじと思ひて、書き写してさぶらふぞ。草子がらも手がらもわろけれど、これはいたく人などに貨さでおかれさぶらふべし。なべておほかる中に、なのめなれど、なほこの本もいと心よく おぼえさぶらはず。さきの一条院の一品の宮の本とて見しこそ、めでたかりしか、と に見えた 。 （４６９ページ
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た」とする（ 「加賀左衛門考」 、 『古典と民俗』一、一九七五・一一
（。
（
（（
　
以
下、勅撰集・私撰集は『新編国歌大観』 （角川書店
　
一九八三・二、一九八四・三
（、
私家集は『新編私家集大成』 （
C
D
-R
O
M
版
　
エムワイ企画
　
二〇〇八・一二
（
による。表記は私に改めたところもある。
（
（（
　
近
藤みゆき氏は、 「脩 の周辺には（中略
（
隆
家とその一族をはじめ中関白家の身内が親昵するような人的環境が想定される」
として、敦貞親王も隆家・脩子内親王に近かっ のではないか、とする。
（
（（
　
高野瀬惠子氏「
『後拾遺和歌集』の女房陸奥をめぐって」 （ 『瞿麦』二二、二〇〇七・一〇
（
